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研究成果の概要（和文）：本研究は、ルーマニアとモルドバに居住するブルガリア系住民の言語保持に関わる社
会言語学的な研究である。同化圧力を有するマジョリティの言語や文化との接触下でブルガリア系マイノリティ
の人々が現状としてどの程度ブルガリア語を維持しているのか、あるいはマジョリティの言語への取換えが進行
しているのかに関する今日における実態を現地調査を通じて総体的に解明した。加えて、その背景にある社会情
勢、話者の言語使用や態度、アイデンティティの問題など社会言語学的な要因を踏まえ、言語接触や言語景観を
通じた分析や集落間の対照研究の手法も取り入れながら、言語保持の仕組みの一端を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This is a sociolinguistic study on the language maintenance of Bulgarian 
people living in Romania and Moldova. I comprehensively clarified the current situation of language 
maintenance and shift in Romania and Moldova. I examined to what extent Bulgarians are maintaining 
their language in the face of assimilation pressure that accompanies contact with the majority's 
language and culture. Specifically, is Bulgarian being replaced by majority languages such as 
Romanian or Russian? Additionally, I clarified a part of the mechanism of language maintenance based
 on sociolinguistic factors such as the use of the language by and the linguistic attitudes of the 
speakers, and identity issues. I incorporated methods of analysis that explore linguistic change and
 landscapes as well as contrasting research between Bulgarian settlements.

研究分野： 言語学

キーワード： 社会言語学　言語保持　言語取替え　言語接触　言語変化　言語景観　ブルガリア語
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、体制転換による民主化を経たルーマニアとモルドバにおいてブルガリア系住民が置かれている最新の
社会言語状況を捉え、それに基づいて彼らの言語保持の実態を明らかにした点に意義がある。加えて、既存の研
究には欠けていたルーマニアとモルドバのブルガリア語方言の状況の対照分析という視点は、在外ブルガリア系
住民の言語状況をより相対的にとらえることを可能としたばかりでなく、新たな学術的な研究の可能性をも開い
た。また、本研究の成果は現地のブルガリア系住民への還元という側面を持つとともに、一事例研究として一般
にマイノリティの言語や文化の保持活動に関わる人々に対しても重要な知見をもたらすものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ルーマニアとモルドバには歴史的な背景からブルガリア系住民が居住しており、少数派言語
としてブルガリア語方言が話されている。ブルガリア系住民の言語状況は、ルーマニアとモルド
バで大きく異なる。ルーマニア（特にワラキア地方）では、ルーマニア語への言語取替えが進ん
でいる一方で、モルドバでは概してブルガリア語は良く維持されており、ブルガリア系住民の同
化もそれほど進んでいない。 
 ルーマニアやモルドバのブルガリア系住民を取り扱う既存の研究の多くは、歴史学や民俗学、
方言学からのアプローチが主流であり、同化圧力を有するマジョリティの言語との接触下にあ
るブルガリア系マイノリティの言語保持に関する社会言語学的な側面の研究は不十分であった。 
 加えて、ルーマニアとモルドバのブルガリア語方言に関する研究は、大半が半世紀以上前に実
施された言語調査に基づくものであり、体制転換による民主化を経た両国のブルガリア系住民
の現在の言語使用の実態を踏まえた最新のデータに基づいた分析が必要とされた。さらに、これ
までの研究では、その歴史的背景から連続性を持つルーマニア（ワラキア地方）とモルドバのブ
ルガリア系住民の言語状況を比較によってとらえるという視点が欠けていた。異なる現状を有
する在外ブルガリア系マイノリティの言語文化保持の状況を相対的にとらえることで、少数派
言語生き残りやマジョリティとの共存のための知見を引き出す必要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ルーマニアとモルドバのマイノリティであるブルガリア系住民のブルガリア語方
言の言語使用の実態や現状について、関係者に対する聞き取りや関連資料の収集などの現地調
査に基づき記述・分析を行うことを第一の目的とした。また、ルーマニアとモルドバのブルガリ
ア語使用の現状を踏まえて、マイノリティであるブルガリア系住民の言語文化がどのように保
持され、あるいは失われていくのかという問題について、言語政策や話者自身の言語意識、アイ
デンティティなどの社会言語学的な要因に注目しながら、ルーマニア・モルドバ両国の状況の比
較を踏まえた検討・考察を行うことを第二の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず、現地調査や言語保持の問題の検討に先立ち、ルーマニアとモルドバの一般的な言語状況
について、両国の国勢調査による統計資料から人口動態に関する基礎情報の整理と記述を行っ
たほか、共に基幹民族がルーマニア語話者であるにもかかわらず、別の国家としての道を歩んで
きた歴史的経緯を踏まえて、両国の言語状況の発展プロセスについて、歴史的観点から整理・分
析を行った。 
 次に、現地調査を実施した。ルーマニア・モルドバのブルガリア系集落を訪問し、ブルガリア
系住民に対して、言語使用や言語意識、民族的アイデンティティなど、言語保持に関わる諸問題
についてのインタビュー調査やアンケート調査を実施したほか、地元の学校の教員や生徒、ブル
ガリア文化関連施設でブルガリア文化保持活動に従事する関係者に対する聞き取り調査も行う
ことで、ブルガリア語を取り巻く言語状況の総体的な記述に努めた。このほか、街中や様々な施
設における標識や看板などでの言語使用の実態を把握することを目的とした写真撮影による資
料収集も行った。 
 以上の調査で収集した資料やデータに基づき、ルーマニアとモルドバの複数の集落における
ブルガリア語保持の現状とその背景にある保持を支えた、あるいは言語取替えを進行させた仕
組みについての分析を行った。そのうえで、ルーマニアとモルドバにおける言語状況や言語政策
がいかにマイノリティであるブルガリア系住民の言語文化の保持に関与しているかについて対
照分析を行った。分析にあたっては、言語活力に関する指標、言語保持・取替えに関する枠組み、
言語景観、言語接触論など様々なアプローチを適用した。 
 
４．研究成果 
 本研究の結果、まず、21 世紀前半におけるルーマニアとモルドバのブルガリア系住民の言語
使用・保持の現状が概ね解明された。概して、ルーマニア（ワラキア地方）側よりも、モルドバ
側のほうがブルガリア語は多くの世代によって保持され、また社会におけるその使用領域も広
いと言える。モルドバの中でも、モルドバのブルガリア人中心地とされるタラクリア県において
は、ブルガリア語は公共機関の標識を含む言語景観にすら見出される一方で、沿ドニエストルの
パルカニ村では民族間共通語のロシア語の社会的威信が強く、ブルガリア語は家庭や仲間内の
領域を出て用いられることはあまりない。しかし、それもルーマニア（ワラキア地方）に比べれ
ば、学校教育におけるブルガリア語授業が部分的に導入されているなど、言語維持にはずっと好
都合な環境にあると言える。ルーマニアのブラネシュティ村ではブルガリア語を維持するのは
現在ではごく一部の高齢者に限られ、ブラネシュティ村のブルガリア語方言は危機言語であり、
その記録は喫緊の課題であった。20 世紀半ばの大規模な方言調査以来、ルーマニア（ワラキア
地方）及びモルドバのブルガリア語方言の実態調査は十分に行われてこなかった。それゆえ、体



制転換による民主化を経て、人々の移動が自由になった今日のグローバル社会における在外ブ
ルガリア系住民の言語使用の実態や、ブルガリア語保持の程度について、現地調査に基づき比較
の観点から相対的に示した点に、本研究の価値を見出すことができる。 
 言語維持・取替えには概して様々な要因が複合的に絡み合い、複雑な様相を呈するものである
が、本研究の結果、ルーマニアとモルドバのブルガリア系住民の言語維持・取替えのメカニズム
の一端が解明された。ブカレスト近郊に位置するブラネシュティ村はマジョリティとの地理的
な隔絶性がほとんどないため、社会的にも経済的にもルーマニア社会へと早くから取り込まれ、
それと並行してコミュニティ外からの人口流入や族際結婚などを通じた人口動態の変動が起き、
これらがコミュニティ内でのブルガリア語使用の機会を激減させることで、言語取換えが急速
に進んだ。このほか、話者自身の母語に対する態度やアイデンティティも言語使用や言語維持の
状態に大きく作用することも示された。他方、モルドバ側のパルカニ村はティラスポリ市とベン
デルィ市という 2大都市に挟まれていながらも、ダイグロシアが維持され、家庭での世代間母語
伝達が継続された結果、若い世代でもブルガリア語が維持されている。これには、体制転換後に
いち早く開始されたブルガリア語の言語教育も大きな役割を果たしている。同様のことはタラ
クリア県についても言えるが、大都市から離れているという地理的な優位性や当該地域におけ
るブルガリア系の割合の高さもまた、今日における同地域における言語活力の高さに貢献して
いる。また、モルドバ側のブルガリア系住民に対してはブルガリア本国からの教師派遣や教材贈
呈、本国の大学への進学に対する奨学金支援など、教育を通じた手厚い支援が行われているのに
対して、ルーマニア・ワラキア地方のブルガリア系住民にはそれほど十分に行き届いていないか、
少なくとも継続性がない。また、これと関連して、EU 加盟国であるルーマニア側の若者にとっ
てブルガリアが進学・就職先となる可能性は低いのに対して、EU 非加盟国のモルドバ側の子供
たちにとってブルガリアの大学への進学は、その後のブルガリア、あるいは西・中欧の EU 諸国
での就職にもつながりうるため、ブルガリア語の習得は、自らのキャリア形成に重要な役割を果
たす。子供たち自身もそのことを十分に理解しており、それゆえブルガリア語の習得のモチベー
ションが高い。このこともまた、モルドバにおけるブルガリア語の維持に好影響を与えていると
考えられることも明らかになった。 
ブルガリア本国ではルーマニア・バナト地方のバナトブルガリア人の言語文化に対する学術

的関心は高く近年も多くの研究成果があげられているが、ルーマニア・ワラキア地方やモルドバ
のブルガリア系住民の言語文化は十分に注目されてこなかった。本研究はこれまでにほとんど
なされてこなかったこれら地域を対象とした社会言語学的な記述・分析を試みている点でそも
そも重要な意義を持つことに加えて、本研究の成果は、ルーマニアやモルドバのブルガリア系住
民を対象に進んでいる方言学や固有名詞学などの隣接分野はもちろんのこと、歴史学・民俗学分
野における研究、さらには教育学・社会学などの各方面における研究にも寄与するものと考えら
れる。さらに、本研究は、言語保持に関わる一つの事例研究に過ぎないが、世界中のマイノリテ
ィ言語の維持や言語復興に対する重要な知見も含んでいると言える。また、本研究を踏まえて、
言語維持や取替えを引き起こす社会的な要因は、接触している言語の構造自体にはどのような
影響をどの程度与えるものなのかといった側面の研究の展望が開けた。 
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